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マ
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第
二
次
大
戦
後
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
一
部
の
地
域
を
の
ぞ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
従
来
の
植
民
地
駒
従
属
か
ら
脱
却
し
て
民
族
独
立
を

逢
成

し
た
・
こ
の
政
治
的
独
立
と
同
時
に
、
経
済
上
の
独
立
達
成
へ
の
努
力
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経
済
的
独
立
発
展
の
方

向
は
・
外
国
資
本
の
排
除
゜
民
族
資
本
の
蓄
積
・
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
的
経
済
構
造
改
造
の
た
め
の
外
貨
獲
得
の
努
力
お
よ
び
工
業
化
優
先

政
策

と
い
う
植
民
地
経
済
脱
却
の
窃
の
茉
的
共
通
点
を
も
ち
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
的
土
台
の
特
殊
な
歴
史
的
制
約
。
権
力
轟

階
層
の

指轟
念
の
差
異
等
を
反
眺
し
て
、
か
な
り
の
多
様
性
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
明
確
に
マ
ル
ク
ス
↓
⊥
ン

主
義
的
な
社
会
主
義
社
、
会
を
め
ぎ
す
北
ヴ
エ
ト
ナ
ム
を
除
け
ば
、
　
イ
ン
ド
。
セ
イ
ロ
ン
・
ビ
ル
マ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
の
よ
う
に
炉
わ

ゆ
る
『
社
会
主
義
型
袈
（
°
・
§
舜
唱
恥
舞
：
楠
ω
8
冨
こ
の
実
現
を
目
標
と
す
る
・
リ
強
い
計
画
性
を
も
つ
た
開
発
識
農
開

し
て
い
る
一
群
と
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
タ
イ
。
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ラ
イ
リ
ピ
ン
・
南
ヴ
エ
ト
ナ
ム
等
の
よ
う
に
先
進
資
本
主
義
諸
楓

の

援
助
に
ヨ

リ
大
さ
く
依
存
し
て
資
本
主
義
的
発
展
を
否
定
し
な
い
開
発
計
画
を
展
開
し
て
い
る
一
群
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



ビ

ル

マ

は
前
者
の
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
　
い
わ
ゆ
る
　
欄
社
会
主
、
義
型
社
会
』
と
い
う
の
は
究
極
的
に
は
マ
ル
ク
ス
』
レ
ー
ニ
ン

主
義
的

な
社
会
主
義
と
同
一
の
も
の
に
い
き
つ
く
の
か
・
つ
ま
り
さ
ま
ざ
ま
の
国
の
社
会
主
義
へ
の
多
様
な
移
行
形
態
の
一
つ
で
あ
る
の

か
、
－
あ
る
い
は
マ
ル
ク
ス
昌
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
な
祉
会
主
義
と
は
区
別
さ
わ
る
。
ま
だ
歴
史
的
実
例
を
み
な
い
一
種
の
資
本
主
義
社
会
な

の

で

あ
る
か
、
と
い
う
問
題
は
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
き
わ
め
て
興
味
ぶ
か
い
。
マ
ル
ク
ス
H
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
社
会
主
義
は
、
い
か

な
る
移
行
の
形
態
を
と
る
に
も
せ
よ
、
労
農
同
盟
を
基
礎
と
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
権
力
に
よ
っ
て
生
産
手
段
の
私
的
所
有
ー
価
値
法

則
の

貫
徹

を
完
全
に
廃
棄
す
る
過
程
を
と
お
し
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
原
則
を
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ

る
『
社
会
主
義
型
社
会
』
の
実
現
過
程
に
こ
の
よ
う
な
尺
度
を
あ
て
て
み
る
こ
と
は
、
み
ぎ
の
闘
題
を
検
討
す
、
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
で

あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ご
く
初
歩
的
な
考
察
を
こ
こ
ろ
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

1

，

ビ
ド
ウ
タ
計
画
に
お
け
る
社
会
宝
嚢
へ
の
指
向

、

行
論
の
必
要

上
、
ま
ず
ビ
ル
マ
経
済
の
特
徴
と
ピ
ド
ウ
タ
計
画
（
ビ
ル
マ
の
長
期
開
発
謝
画
お
切
ω
～
含
）
の
め
ん
か
く
に
っ
い
て
簡
単

に

ふ

れ
る
。

　
ビ

ル

マ

の

経
済
の

特
徴
を
要
約
す
る
と
、
米
作
農
業
を
軸
と
す
る
後
進
的
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
的
生
産
構
造
を
第
一
に
あ
げ
ね
ぼ
な
ら
な

い
。
職
業
人
口
め
七
〇
％
を
し
め
る
農
民
が
、
全
国
一
、
六
五
三
万
工
ー
カ
ー
の
耕
地
中
一
、
〇
四
〇
万
工
弓
力
i
で
米
作
を
し
て
お
り
、

、
農
業
生
産
額
は
国
民
総
生
産
額
の
三
五
～
四
〇
％
を
し
め
、
’
米
作
高
は
一
九
五
二
年
以
降
毎
年
五
、
七
〇
〇
万
ト
ン
以
上
に
達
す
る
。
他

方
、
工
業
ば
全
く
貧
弱
で
あ
り
、
戦
前
（
一
九
四
〇
年
）
従
業
員
二
〇
名
以
上
の
企
業
一
、
〇
二
七
、
労
働
者
総
数
九
万
弱
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
ビ
”
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
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ビ
ル
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
じ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八

戦
時
申
の
外
資
の
逃
避
・
民
族
資
本
の
壊
滅
に
よ
っ
て
四
六
年
に
は
三
五
五
企
業
三
万
人
強
に
激
減
、
そ
の
後
い
く
ら
か
立
直
っ
た
と
は

い

え
五
七
年
の
国
民
総
生
産
額
中
工
業
生
産
額
は
わ
ず
か
一
八
％
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
（
1
）
。
米
穀
は
四
八
年
以
陛
国
家
機
関
　
（
Q
Q

》
竃
幅
切
）
に
よ
っ
て
国
内
流
通
お
よ
び
輸
出
と
も
統
制
さ
れ
．
、
－
ビ
ル
マ
の
国
家
財
政
収
入
。
外
貨
調
達
は
ほ
と
ん
ど
全
部
米
の
輸
出
に
依

存

し
て
い
る
が
、
日
常
消
費
物
資
を
ふ
く
む
あ
ら
ゆ
る
工
業
製
品
は
ま
た
す
べ
て
輸
入
に
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
生
産
構
造
。
貿
易

構
造

は
、
肚
界
米
穀
市
場
の
動
向
が
直
接
か
つ
決
定
的
に
ビ
ル
マ
経
済
を
規
制
す
る
と
い
う
結
果
を
う
み
、
主
輸
出
晶
が
工
業
原
料
で
な

く
食
糧
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
後
進
国
へ
の
出
超
・
先
進
国
か
ら
の
入
超
と
な
っ
て
、
ビ
ル
マ
の
モ
ノ
ガ
ル
チ
ュ
ア
的
貿
易
構
造
を
さ
ち

に
不
安
定
な
も
の
に
し
て
い
る
（
2
）
。
そ
れ
ら
は
帝
国
主
義
的
植
民
地
支
配
の
民
族
資
本
圧
殺
の
結
果
で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
必
然
的

に

外
資
の
国
内
経
済
お
よ
び
対
外
貿
易
の
支
配
を
留
め
お
か
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
原
因
と
も
な
る
。
た
と
え
ぼ
、
ビ
ル
マ
の
外
貨
準
備

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
へ
の
ポ
ン
ド
預
託
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
外
為
業
務
の
七
〇
％
を
イ
ギ
リ
ス
系
銀
行
に
掌
握
さ
れ
て
お
り
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転

七
年
に

お

け
る
在
ビ
ル
マ
外
資
は
な
お
一
三
八
、
○
○
○
万
チ
ヤ
ッ
ト
（
う
ち
三
三
％
が
イ
ギ
リ
ス
系
）
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
戦
争

被
害

と
戦
後
の
内
乱
続
発
は
戦
前
生
産
力
の
四
〇
％
を
失
う
に
い
た
ら
し
め
、
五
七
年
に
い
た
り
よ
う
や
く
四
二
年
水
準
の
九
五
％
ま
で

回
復
し
た
が
、
一
般
に
ビ
ル
マ
経
済
の
支
柱
で
あ
る
第
一
次
産
業
部
門
の
未
回
復
が
め
だ
ち
、
鉱
業
部
門
に
い
た
っ
て
は
戦
蘭
の
三
〇
％
冗

に

み

た
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
る
（
3
）
。

　
か
ま
う
な
基
盤
の
上
に
従
属
経
済
か
ら
の
脱
却
・
自
主
独
立
経
済
へ
の
発
展
の
努
刀
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
指
導
理
念

と
な
っ
た
の
が
民
族
主
義
と
結
合
し
た
『
社
会
主
義
型
社
会
』
へ
の
指
向
で
あ
る
。
ビ
ル
マ
に
お
け
る
民
族
主
義
は
、
済
経
面
に
対
し
て

は
他
の
独
立
を
か
ち
と
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
同
じ
く
、
主
と
し
て
国
家
資
本
の
テ
コ
入
れ
に
よ
っ
て
帝
国
主
義
的
外
資
を
駆
逐
し
、



他
方
い

わ
ゆ
る
『
複
合
社
会
』
の
否
定
を
と
お
し
て
民
族
資
本
の
蓄
積
を
達
戎
し
よ
う
と
す
る
政
策
に
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
た
『
社
会
主
義

型
社
会
』
へ
の
指
向
は
、
一
方
に
お
い
て
従
来
の
後
進
国
の
開
発
が
結
局
資
本
の
効
率
の
み
が
問
題
と
な
っ
て
原
住
民
の
生
活
水
準
向
上

と
直
接
結
合
し
な
か
っ
た
点
へ
の
反
省
、
他
方
に
お
い
て
戦
後
の
社
会
主
義
諸
国
の
め
ぎ
ま
し
い
発
展
に
え
い
き
・
“
う
さ
れ
て
、
経
済
発

展
が

国
民
全
部
の
生
活
水
準
向
上
と
直
接
か
っ
計
画
的
に
結
び
つ
く
よ
う
な
経
済
制
度
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う
間
題
意
識
か
ら
出
発
し

て

い

る
。
し
た
が
っ
て
ビ
ル
マ
経
済
の
発
展
方
向
は
、
当
面
国
有
化
政
策
を
中
軸
と
し
て
経
済
的
独
立
を
達
戊
し
、
そ
れ
を
や
が
て
国
民

福
祉
の
観
」
，
｛
か
ら
経
済
を
計
画
的
に
規
制
し
う
る
よ
う
に
構
成
す
る
こ
と
に
む
け
ら
れ
る
。

　
　
み
ぎ
の
構
想
を
一
つ
の
長
期
的
な
国
民
経
済
計
画
と
し
て
且
ハ
体
的
体
系
的
に
編
成
し
た
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ド
ウ
タ
（
福
祉
国
家
）

計
画
で
あ
る
。
四
八
、
年
に
ビ
ル
、
マ
政
府
は
経
済
再
建
の
墓
本
的
構
想
を
し
め
し
た
ニ
カ
年
計
画
（
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
経
済
を
ニ
カ
年
で

・
戦
前
水
準
ま
で
復
興
ざ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
）
を
発
表
し
た
が
、
内
乱
等
の
国
内
事
情
か
ら
実
弛
に
い
た
ら
ず
、
そ
れ
が
さ
ら
に
明
確
に

　
『
社
会
主
義
型
社
会
」
を
目
標
と
す
る
長
期
計
画
（
八
力
年
）
に
ね
り
な
お
さ
れ
て
、
五
二
年
一
応
草
案
が
発
表
さ
れ
、
五
四
年
二
月
経

済
社
会
全
分
野
に
わ
た
る
綜
合
的
な
国
家
計
画
（
一
九
五
三
～
六
〇
年
）
と
レ
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
は
、
ω
地
方
分

権
、
㈲
民
主
的
地
方
行
政
、
㈲
農
業
お
よ
び
農
村
振
興
計
画
、
ω
経
済
開
発
の
目
標
、
㈲
土
地
国
有
、
㈲
後
進
地
区
の
開
発
計
画
、
ω
住

宅
計
画
、
「
⑧
運
輸
通
信
計
画
、
⑨
教
育
計
画
、
⑩
保
健
医
療
計
画
の
一
〇
項
か
ら
な
る
き
わ
め
て
野
心
的
な
文
字
ど
お
り
の
福
祉
国
家
（

ピ
ド
ウ
タ
）
計
画
で
あ
る
。
そ
の
経
済
部
門
の
諸
計
画
の
主
要
な
指
標
を
ひ
ろ
う
と
、
六
〇
年
ま
で
に
各
産
業
部
門
に
七
五
〇
、
○
○
○

万
チ
ヤ

ッ

ト
（
約
一
五
〇
、
O
O
O
万
ド
ル
）
を
投
資
し
、
目
標
年
度
に
は
国
内
総
生
産
額
を
七
〇
〇
、
・
○
○
○
万
チ
ヤ
ッ
ト
（
対
実
施

前
年
比
七
八
％

増
）
国
民
一
人
当
り
生
産
額
を
三
四
〇
チ
ヤ
ッ
ト
、
（
同
六
二
％
増
）
に
増
加
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
（
4
）
。
投
資
総
額
七

　
　
　
　
ビ

ル
マ

の

ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
一
四
九
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五

〇
、
O
O
O
万
チ
ヤ
ッ
ト
の
う
ち
政
府
投
資
五
一
〇
、
○
σ
○
万
チ
ヤ
ッ
ト
民
間
投
資
二
四
〇
、
O
O
O
万
チ
ヤ
ッ
ト
、
投
資
対
象
別

に

み

れ

ば
産
業
部
門
に
対
し
五
五
、
○
○
○
万
チ
ヤ
ッ
ト
社
会
部
門
に
対
し
二
〇
〇
、
○
○
○
万
チ
ヤ
ッ
ト
、
支
払
先
別
に
み
れ
ば
国
内

五
〇

〇
、
○
O
O
万
チ
ヤ
ッ
ト
海
外
二
五
〇
、
○
○
○
万
チ
ヤ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
（
5
）
。
　
各
産
業
部
門
別
の
計
画
目
標
は
第
一
表

の

と
お
り
で
あ
る
（
6
）
。

　
か

よ
う
な
目
標
に
対
し
、
現
在
ま
で
の
成
果
は
ど
う
で
あ
る
か
。
ま
ず
生
産
お
よ
び
消
費
の
実
績
は
策
ご
表
の
と
お
り
で
あ
っ
ヴ
、
　
園

績実の費消

　
　産生り当入つびよお産生総内国表ご第

焔
州

勤
D）

、
内
1
0
ト

国
（
ツ

次年

95

32

40

　
42

39

36

／
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
圃
「
ー
　
　
　
読
ー
ー

02

94

α云

復

2
1
2
5

3
　
　
1
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2

29ゐ5

84

　
20
　
9
3
　
8
9
　
1
0

』
　
必
　
ゐ
　
」

　
　
　
　
　
　
　
諭

4
　
　
4
　
　
4
　
　
4
　
　
5

年3919

年

年

年

年

年

　

53

　
54

55

－
5
6

52η

19

　
19

　
／9

　
曾

ビ
ル
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て

内
総
生
産
額
は
計
画
実
施
前
年
比
二
三
％
増
、
国
民
一
人
当
り
に
す
る
と
一
六
％
増

と
な
っ
て
い
る
（
7
）
。
し
か
し
こ
の
数
字
を
戦
前
水
準
に
比
較
す
る
と
、
総
生
産

額
八
九

％
一
人
当
り
生
産
額
七
五
％
に
達
し
た
に
す
ぎ
ず
、
絶
対
的
水
準
は
想
像
以

上
に

低
い
。
ま
た
五
六
年
実
積
を
計
画
目
標
と
比
較
す
る
と
、
総
生
産
額
で
は
七
〇

％
一
人
当
り
生
産
額
で
は
六
六
％
に
達
し
、
毎
年
の
翫
増
率
を
等
し
い
と
仮
定
す
れ

ば
、
計
画
を
や
や
下
ま
わ
る
程
度
の
成
績
で
あ
る
。
し
か
し
第
二
表
の
数
字
は
、
前

近
代
的

自
給
経
済
が
交
換
経
済
へ
編
入
さ
れ
た
際
の
数
字
上
だ
け
の
生
産
増
を
か
な

り
含
ん
で
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、
絶
対
的
な
生
産
増
加
率
は
こ
れ
よ
り
か
な
り
下
ま

わ
る
と
思
わ
れ
る
。
政
府
投
資
の
苛
画
総
額
五
一
〇
、
○
○
○
万
チ
ヤ
ッ
ト
の
う
ち

五
六
年

ま
で
に
合
計
一
五
五
、
八
八
〇
万
チ
ヤ
ッ
ト
が
す
で
に
支
出
さ
れ
た
が
そ
の

内
容
は
第
三
表
の
と
お
り
で
あ
る
（
8
）
。
も
と
も
と
ピ
ド
ウ
タ
計
画
は
、
戦
後
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

五

［
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ビ
ル
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ピ
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計
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土
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改
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に
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い
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計
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．

チ
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1

1
　
　
度

位

　
年

単

　
5
6

　

　

19

　

　

度

　

　

年

　

　

55

　

　

19

　

　

度

　

　

年

　

　

54

　

　

19
鞭棚門部

細
鵬
脚
脳
捌
鵬
脳
囮
即
観
拠

3
溢

　
凶

33

…

馴
鍋
鴉
蜘
罰
切

脚

3
　
』

　
9
　
2
　
。0

　
。6

　
2
　
ゐ

　
3
　
3
　
」

48

4
6
3
8
9
／
5
7
9
7
4
9
9
9
2
2

編
四
”

釧

槻
釧

甥
観
脚
鴨

佃

伽
鵠

”

　
捌
妃
細
ロ
脳
”
欄

信

力
業
設

農

灌

林

鉱

運

通

電

エ

建

金

他

付交タ
　
の

ウドピ
　
そ

358ゐ3205釧45馴403悩計合

ノ

　

　

　

　

　

　

一
五
二

ら
五
三
年
ま
で
の
世
界
食
糧
事
情
の
ひ
つ
迫
に
よ
る
米

輸

出
の
好
調
を
背
景
に
編
成
ざ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
五
四
年
以
降
世
界
食
糧
事
情
の
好
転
に
よ
っ
て
ビ

ル

マ

米
市
場
は
売
手
市
場
か
ら
買
手
市
場
に
転
じ
、
輸

出
量
お
よ
び
輸
出
価
格
は
引
続
ダ
き
低
落
し
て
ビ
ル
マ
の

外
貨
保
有
量
は

急
激
に
減
少
、
し
た
が
？
て
五
三
年
か

ら
実
施
さ
れ
は
じ
め
た
ピ
ド
ウ
タ
計
画
の
政
府
投
資
の
’

財
源

は
、
当
初
の
み
と
お
じ
が
は
ず
れ
主
と
し
て
五
三

年
以
前
の

米

㊨
輸
出
に
よ
る
蓄
積
に
依
存
せ
ざ
る
層
え

な

く
な
っ
た
。
第
三
表
に
よ
る
と
政
府
投
資
は
、
計
画

の

初
年
度
に

お

い

て
一
八
、
一
三
〇
万
チ
ヤ
ッ
k
，
第
二

年
度

四
〇
、
五
一
〇
万
チ
ヤ
ッ
ト
と
順
調
に
の
び
た
が

第
三
年
度
に
い
た
っ
て
七
七
、
〇
八
〇
万
チ
ヤ
ッ
ト
の

当
初
予
算
を
四
五
、
一
二
〇
万
チ
ヤ
ッ
ト
に
圧
縮
せ
ざ

る
老
え
な
ぐ
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
政
府
投
資
の
う
ち
照

内
貯
蓄
で
ま
か
な
わ
れ
た
の
は
初
年
度
だ
け
で
、
第
二



年
皮

ぽ
一
〇
、
○
○
○
万
チ
ヤ
ッ
ト
第
三
年
度
は
三
三
、
○
○
○
万
チ
ヤ
ッ
ト
を
外
貨
の
く
い
つ
ぶ
し
で
補
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
く

の

よ
う
な
過
去
の
蓄
横
の
な
し
く
づ
し
で
当
初
計
画
を
強
行
し
、
五
五
年
ま
で
は
あ
る
程
度
闘
標
に
接
近
し
乾
成
果
を
あ
げ
え
た
の
で
あ

る
が
、
蓄
積
が
消
費
さ
れ
つ
く
す
と
、
当
然
計
画
の
遂
行
が
と
ん
座
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
ビ
ル
マ
政
府
は
、
こ
の
危
機
を
田
内
貯
蓄

の

増

大
・
輸
出
の
振
興
・
外
国
援
助
の
獲
得
等
の
積
極
策
に
よ
っ
て
き
り
ぬ
け
よ
う
と
し
た
が
、
結
局
国
民
の
消
費
水
楽
を
圧
迫
し
た
に

と
ど
ま
っ
て
所
期
の
目
的
を
達
域
で
き
ず
、
五
五
年
か
ら
計
画
規
模
の
縮
少
が
検
討
さ
れ
は
じ
め
た
。
五
七
年
に
は
当
初
の
ピ
ド
ウ
タ
計

画
の
枠

内
で
は
あ
る
が
、
そ
の
後
半
を
か
な
り
縮
少
修
正
し
た
四
力
年
計
画
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
ば
、
禾
着
手
の
新
規
計
画
の
ほ

と
ん
ど
全
部
を
削
除
し
て
建
設
中
の
計
画
の
完
成
と
そ
の
早
期
繰
業
に
重
点
を
お
き
、
工
業
建
設
は
運
輸
お
よ
び
発
電
部
門
を
の
ぞ
い
て

い

ち
ぢ
る
し
く
後
退
し
、
米
の
増
産
を
中
心
と
す
る
農
業
計
画
に
建
設
の
重
点
が
移
さ
れ
た
。
一
般
的
に
い
っ
て
修
正
四
力
年
計
画
は
、

共
産

圏
の
買
付
計
画
を
ふ
く
め
て
ビ
ル
マ
米
市
場
の
立
直
り
を
前
提
に
し
て
、
建
設
自
体
よ
ウ
も
建
設
資
金
調
達
の
た
め
の
第
一
次
産
業

部
門
の
輸
出
振
興
に
目
標
を
き
り
か
え
た
感
が
あ
る
。
若
干
の
指
標
の
摘
出
だ
け
に
と
ど
め
た
が
、
ビ
ル
マ
経
済
の
発
展
方
向
お
び
よ
成

果
の

要
点
は

以
上
の

と
お
り
で
あ
る
。
．

　

こ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
が
社
会
主
義
的
性
格
を
も
つ
経
済
計
画
で
あ
る
か
ど
う
か
は
，
ま
ず
つ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
点
か
ら
取
上
げ
る
こ
と

が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
、
農
工
業
投
資
比
率
お
よ
び
経
済
発
展
テ
ユ
ポ
と
計
画
の
物
質
的
基
盤
で
あ
る
原
有
経
済
と
の
関
係
。
こ

の

こ
と
は
、
単
に
投
資
規
模
が
ビ
ル
マ
の
現
実
の
物
質
的
条
件
に
て
ら
し
て
妥
当
な
略
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
量
的
問
題
だ
け
で
な

く
、
　
農
工
業
投
資
比
率
が
指
鳳
し
て
い
る
『
社
会
主
義
型
社
会
』
　
に
必
要
か
つ
十
分
な
体
系
的
構
造
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
　
あ
る
い
は
経
済
発
展
の
テ
ン
ポ
が
原
有
経
済
と
指
向
し
て
い
る
『
社
会
主
義
型
社
会
』
　
と
の
間
を
最
も
効
果
的
に
結
合
す
る
も
の

－
　
　
　
ビ
ル
マ
の
ビ
ド
ウ
汐
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
一
五
三
　
・



　
　
　

ビ
ル
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
四

で

あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
質
の
問
題
に
も
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
、
生
産
関
係
の
観
点
。
ピ
ド
ウ
タ
計
画
は
民
族
主
義
と
結
合

し
た
国
有
化
政
策
・
産
業
国
家
管
理
政
策
を
中
軸
と
し
て
生
産
力
の
発
展
を
意
図
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
政
策
は
『
社
会
主
義
型
社

会
』
の
生
産
関
係
創
設
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
端
的
に
い
え
ぼ
・
そ
れ
は
現
在
後
進
的
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ

ア

的

経
済
構
造
の

も
と
で
き
わ
め
て
歪
曲
さ
れ
た
形
で
作
用
し
て
い
る
価
値
法
則
を
そ
の
積
極
的
側
面
を
利
用
し
う
る
よ
う
な
旺
常
な
形

に

ひ

き
も
ど
そ
う
と
す
る
も
の
か
、
そ
れ
に
と
ど
衷
ら
ず
、
価
値
法
則
そ
の
も
の
の
発
生
の
余
地
が
な
い
よ
う
な
生
産
欄
係
を
つ
く
る
方

向
へ
発
展
す
る
も
の
か
ど
う
か
を
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
の
問
題
の
量
的
な
検
討
か
ら
は
じ
め
る
。
戦
後
独
立
を
達
成
し
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
開
発
計
画
を
比
較
し
て
み
る
と
、
糊

般
に

そ
の
基
盤
と
な
る
原
有
の
経
済
的
条
件
に
く
ら
べ
て
絶
対
的
に
大
規
模
す
ぎ
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
に
よ
っ
て
計
画
規
模
に
い
ち
じ

る
し
い
較
差
が
あ
る
こ
と
に
気
ず
く
。
た
と
え
ば
、
中
国
の
第
一
次
五
力
年
計
画
は
総
投
資
額
七
、
六
六
四
、
○
σ
○
万
元
（
約
三
、
二

六

〇
、
○
○
○
万
ド
ル
）
国
民
一
人
音
り
の
投
資
額
約
一
〇
。
八
ド
ル
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
第
四
表
の
－
『
社
会
主
義
型
社
会
』
を
指
向
す

る
ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
・
セ
イ
ロ
ン
と
比
較
す
る
と
、
イ
ン
ド
は
や
や
低
い
が
他
は
中
酎
と
ほ
ぼ
匹
敵
し
て
い
る
（
○
・
）
。
さ
ら
に
、
五
六
年

の

中
国
の
推
定
国
民
所
得
四
、
七
五
〇
、
○
○
○
万
ド
ル
か
ら
単
純
に
第
一
次
五
力
年
計
画
中
の
一
人
当
り
国
民
所
得
に
対
す
る
投
資
額

の

比
率

を
計
算
す
る
と
約
一
七
％
と
な
り
、
こ
れ
を
ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
と
比
較
す
る
と
、
特
に
ビ
ル
マ
の
比
率
が
か

な

り
高
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
単
純
な
比
較
に
は
問
題
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
建
設
資
金
の
調
達

方
法
お

よ
び
生
産
力
発
展
の
そ
の
他
の
諸
要
因
を
す
べ
て
考
慮
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
発
展
テ
ン
ポ
は
通
常
加
速
度
的
な
も
の
で
で
あ
っ

て
単
純
な
平
均
値
は
正
確
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
ビ
ル
マ
の
計
画
指
標
は
中
国
の
そ
れ
と
匹
敵
す
る
と
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い

う
以
上
に
、
　
む
し
ろ
可
能
性
の
限
界
を
こ
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
、
発
展
の
テ
ン
ポ
か
ら
み
て
も
同
じ
結
論
に
達
す

る
。
す
な
わ
ち
、
ピ
ド
ウ
タ
計
画
は
、
期
間
（
八
力
年
）
中
に
国
内
総
生
産
額
を
三
九
二
、
七
〇
〇
万
チ
ヤ
ッ
ト
か
ら
七
〇
〇
、
○
○
○

万
チ

ヤ
ッ
ト
へ
七
八
％
の
増
大
を
志
図
し
て
い
る
が
、
単
純
に
毎
年
の
加
速
度
を
等
し
い
と
し
て
計
算
す
れ
ば
年
間
逓
増
率
は
約
七
・
五
、

％

と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
巾
国
第
一
次
五
力
年
計
画
の
同
じ
計
算
に
よ
る
年
間
逓
増
率
は
約
八
・
六
％
で
あ
る
が
、
農
工
投
資
比
率
を
考

慮
に

い
れ

る
と
、
ビ
ル
マ
の
発
展
テ
ン
ポ
の
方
が
ヨ
リ
大
き
な
困
難
を
と
も
な
う
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
中
国
は
周
知
の
と
お
り
工

業
・
特
に
重
工
業
優
先
主
義
で
あ
る
が
ビ
ル
マ
は
質
量
と
も
農
業
優
先
主
義
で
あ
り
、
農
業
生
産
の
発
展
テ
ン
ポ
は
自
然
約
条
件
に
制
約

さ
れ
る
一
定
の
限
界
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
ざ
っ
ぱ
に
い
っ
て
、
申
国
の
計
画
指
標
と
匹
敵
す
る
。
あ
る
い
は
そ
れ
を
凌
ぐ
投

資
量
や
発
展
テ
ン
ポ
を
ビ
ル
マ
経
済
に
課
す
る
こ
と
は
、
そ
の
原
有
の
経
済
基
盤
に
対
す
る
関
係
か
ら
い
っ
て
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
前
記
第
二
の
間
題
点
に
関
連
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
中
国
と
の
比
較
に
お
い
て
い
う
な
ら
ば
、
中
国
で
は
経
済
発
展
H
生
産
力
発

展

は
、
常
に
生
産
関
係
の
変
革
と
栢
互
に
関
連
し
結
合
し
て
す
す
め
ら
れ
亀
生
産
力
発
展
が
生
産
関
係
の
姪
柚
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
な
い

と
い
う
保
障
が
原
則
的
に
確
立
し
て
い
る
。
投
資
量
お
よ
び
発
展
テ
ン
ポ
は
、
生
産
力
発
展
の
指
標
で
あ
る
と
同
時
に
生
産
関
係
改
造
の

指
標
で

も
あ
る
。
投
資
の
財
源
に
つ
い
て
い
え
ば
、
計
画
の
出
発
当
初
に
お
い
て
無
償
で
田
営
企
業
を
創
設
す
る
と
い
う
有
利
な
物
質
的

条
件

を
も
ち
、
さ
ら
に
国
民
経
済
巾
に
お
け
る
国
営
企
業
の
制
度
的
優
越
性
が
そ
の
相
対
的
・
絶
対
的
優
位
を
保
障
し
、
投
資
が
価
値
法

’
則
に
よ
っ
て
で
は
な
く
計
画
的
均
衡
発
展
の
法
則
に
規
制
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
ビ
ル
マ
に
お
い
て
は
、
経
済
発
展
は
民
族
主
義
的
圏
有

化
政
策
を
中
軸
と
し
て
す
す
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
外
資
排
除
。
民
族
資
本
育
威
が
虐
接
の
主
目
的
で
あ
っ
て
、
‘
従
属
経
済
か

ら
の
脱
脚
に
よ
る
大
き
な
生
産
刀
飛
躍
の
可
能
性
を
も
ち
つ
つ
も
、
生
産
手
段
の
私
的
所
有
が
揚
棄
き
れ
な
い
か
ぎ
り
投
下
資
本
蝕
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、



、

、

＼」
、
．

的
に
は
価
値
法
則
に
支
配
さ
れ
る
。
生
産
が
一
定
段
階
ま
で
発
展
す
る
と
（
そ
れ
は
全
国
民
経
済
が
歩
調
を
そ
ろ
え
て
そ
の
段
階
に
達
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
部
門
の
不
均
等
発
展
に
よ
っ
て
ヨ
リ
一
層
そ
の
危
機
を
激
化
す
る
の
で
あ
る
が
）
、
土
台
ー
－
生
産
関

係
の
変
革
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
生
産
の
無
政
府
性
陣
盲
目
的
利
潤
追
求
性
・
階
級
分
化
の
拡
大
再
生
産
と
い
つ
た
価
値
法
則
の

否
定
的
側
面

が
国
家
権
力
に
よ
る
投
資
の
計
画
的
規
制
を
逆
に
規
制
す
る
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
。
投
資
計
画
に
お
け
る
国
家
資
本
の
比
重

の

大
き
さ
。
産
業
お
よ
び
土
地
の
国
有
化
な
い
し
騒
家
管
理
。
複
台
社
会
の
否
定
等
の
計
画
の
中
軸
と
な
っ
て
い
る
諸
政
策
は
、
い
ず
れ

も
資
本
の
逃
避
・
専
門
技
術
の
不
足
．
能
率
の
低
下
・
さ
ら
に
は
労
資
お
よ
び
農
民
と
地
主
と
の
聞
の
階
級
的
対
立
の
激
化
に
い
た
る

社
会
的
抵
抗

を
引
起
し
内
乱
の
事
態
さ
え
惹
起
し
て
い
る
が
、
そ
の
本
質
ば
い
う
ま
で
も
な
く
生
産
手
段
の
私
的
所
有
と
生
産
の
祉
会
的

性
格

と
の
矛
盾
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
て
、
民
間
資
本
の
法
的
保
障
・
海
外
か
ら
の
技
術
援
助
・
対
外
借
款
と
い
っ
た
末
梢
的
手
段
で
解
決

し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
基
本
的
に
は
権
力
構
造
の
問
題
と
も
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
原
有
の
経
済
的
基
盤

の

差
異
を
考
慮
す
る
と
、
ビ
ル
マ
が
『
社
会
主
義
型
社
会
』
を
指
向
す
る
と
い
い
な
が
ら
も
生
産
関
係
改
造
の
胆
確
な
具
体
的
規
定
を
も
、

た

な

い
以

上
、
中
国
と
同
じ
規
模
、
。
テ
ン
ポ
を
も
つ
計
画
は
不
可
能
な
の
で
み
る
。
ピ
ド
ウ
タ
手
画
の
諸
指
標
は
、
現
実
の
資
本
蓄
積
率

か

ら
可
能
な
投
資
額
が
順
算
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
逆
の
方
向
か
ら
一
つ
の
理
想
的
な
『
社
会
主
義
型
社
会
」
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
け

標
に

到
達
す
る
た
め
の
投
資
規
模
。
発
展
テ
ン
ポ
が
逆
算
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
原
有
の
経

済
的

基
盤
と
密
着
し
て
い
な
い
計
画
指
標
は
、
世
界
的
食
糧
不
足
と
い
う
特
殊
な
事
態
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
外
貨
を
く
い
つ
ぶ
し
て
し
ま
う

と
、
計
．
画
縮
少
の
余
儀
な
き
に
い
た
る
と
い
う
結
果
を
招
来
せ
し
あ
る
。

　
つ

ぎ
に
、
ピ
ド
ウ
タ
計
画
の
質
の
問
題
を
農
工
投
資
比
率
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
る
。
い
か
な
る
立
場
か
ら
し
て
も
、
工
業
の
未
発
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八

達
が

経
済
の
後
進
性
・
従
属
性
・
不
安
定
性
の
原
因
で
あ
り
結
果
で
あ
る
こ
と
は
柵
を
ま
た
な
い
。
『
江
業
化
を
是
と
す
る
根
本
的
な
理

由
は
、
そ
れ
が
一
人
当
り
の
生
産
性
を
増
大
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
、
て
純
農
業
国
に
お
い
て
期
待
し
う
る
生
活
水
準
は
り
も
」
層
高
い
生
活

水
準
へ
の
道
を
開
く
と
い
う
こ
と
に
あ
る
』
（
／
0
）
。
　
問
題
は
工
業
化
の
形
態
・
手
段
・
目
標
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
開
発
計
画
の
農
工

業
投
資
比
率
に

集
約
的
に

表
現
さ
れ
る
。
工
業
化
の
端
緒
は
必
然
的
に
農
業
生
産
の
改
善
と
結
合
す
る
。
す
な
わ
ち
、
植
民
地
経
済
に
お

け
る
農
業
は
、
先
進
諸
国
に
対
す
る
原
料
供
給
市
場
。
軽
工
業
製
晶
消
費
市
場
の
役
割
を
も
っ
て
外
国
工
業
に
従
属
す
る
。
し
た
が
っ
て

植
民
地
農
業
は

多
角
化
の
可
能
性
を
と
ざ
さ
れ
、
　
先
進
諸
国
の
必
要
に
応
じ
て
専
業
化
さ
れ
、
　
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
的
性
格
を
強
制
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
植
民
地
農
業
の
従
属
性
を
解
放
し
民
族
工
業
と
結
合
す
る
た
め
に
は
、
外
国
工
業
と
民
族
工
業
の
単
な
る
交
替
で
は
な

く
、
第
一
に
民
族
工
業
に
適
応
し
た
原
料
・
食
糧
。
労
働
力
を
有
利
な
条
件
で
提
供
す
乃
た
め
に
、
第
二
に
民
族
工
業
創
設
の
た
め
の
外

貨

を
農
産
物
輸
出
に
よ
っ
て
調
達
す
る
た
め
に
、
第
三
に
民
族
工
業
の
主
要
な
消
費
市
場
を
形
成
す
る
売
め
に
、
ま
ず
農
業
生
産
性
の
向

上
・
経
営
の
多
角
化
・
農
村
購
買
力
の
向
上
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
・
エ
リ
ス
の
い
う
よ
う
に
『

最
初
の

工
業
化
は
農
業
改
良
と
ほ
と
ん
ど
区
別
で
き
な
い
』
（
つ
ー
）
。
か
れ
ら
は
、
こ
の
工
業
化
の
端
緒
の
戎
功
は
す
べ
て
の
加
工
業
か
ら
『

旧
式
な
方
法
を
除
去
』
し
つ
つ
、
つ
ぎ
の
段
階
に
お
い
て
『
化
学
・
動
力
・
肥
料
・
電
気
設
備
。
機
械
農
具
や
標
準
的
な
共
通
の
工
業
設
備

と
い
っ
た
基
礎
的
な
一
般
的
な
工
業
に
い
た
る
も
の
を
対
象
と
す
る
の
が
合
理
的
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
1
2
）
。
工
業
化
の
端
緒
を
農
業

と
結
び
つ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
民
族
工
業
の
原
料
・
食
糧
。
労
働
力
の
供
給
を
保
障
す
る
と
と
も
に
工
業
製
品
の
消
費
市

場

を
確
保
す
る
こ
と
、
こ
の
関
係
は
工
業
化
の
当
初
の
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
の
端
緒
に
接
続
さ
れ
る
つ
ぎ
の
段
階
に
は
ブ

キ
ヤ
ナ
ン
。
エ
リ
ス
の
い
う
と
こ
ろ
と
異
な
る
み
ち
が
あ
る
。
、
か
れ
ら
の
『
合
理
性
』
と
い
う
の
は
、
資
本
の
効
率
あ
る
い
は
資
本
の
生
産



性
を
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
常
識
的
に
臓
後
進
国
で
は
稀
少
か
っ
高
価
な
要
素
で
あ
る
資
本
を
相
対
的
に
豊
富
安
価
な
労
働
力
に
対

し
低
比
率
で
組
合
せ
、
有
機
的
構
成
の
低
い
。
利
潤
率
の
高
い
。
資
本
回
転
の
早
い
工
業
部
門
か
ら
着
手
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
の
節

約
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
み
ち
す
じ
は
個
六
の
資
本
の
生
産
性
を
第
一
義
に
お
か
ず
に
国
民
経
済
全
体
に
お
け
る
必
要

度
に
よ
っ
て
発
展
の
優
先
順
位
を
決
定
す
る
。
そ
こ
で
は
、
国
民
経
済
の
均
衡
の
と
れ
た
体
系
の
早
急
な
整
備
が
目
標
と
さ
れ
、
当
然
消

費
財
生
産
よ
り
も
生
産
財
生
産
に
重
点
が
お
か
れ
、
重
工
菜
ば
軽
工
業
に
優
先
し
、
資
本
の
集
約
が
労
働
の
集
約
に
先
行
す
る
。
い
う
ま

で

も
な
く
、
前
者
は
価
値
法
則
の
本
質
に
そ
い
そ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
。
後
者
は
反
対
に
、
価
値
法
則
作
用
範
囲
の
制
限
。
そ
の
廃
棄
過

程

を
随
伴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
条
件
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
社
会
主
義
を
指
向
す
る
か
ぎ
軌
、
後
進
国
の
経
済
開
発

は
、
所
与
の
生
産
関
係
変
革
の
政
策
を
平
行
さ
せ
る
前
提
の
も
と
に
、
一
定
の
準
備
期
間
（
前
述
の
農
業
の
工
業
に
対
す
る
結
合
過
程
）

の

の

ち
、
工
業
。
特
に
生
産
財
生
産
部
門
（
重
工
業
）
優
先
主
義
の
計
画
が
た
て
ら
れ
る
の
が
原
則
的
方
法
で
あ
る
。
そ
の
工
業
発
展
の
具

体
的
手
段
は
、
主
と
し
て
原
有
の
経
済
的
基
盤
の
諸
特
質
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
　
ま
た
そ
の
発
展
テ
ン
ポ
は
、
　
主
と
し
て
農
業
の
市
場

に

出
し
う
る
剰
余
に
か
か
っ
て
い
る
。
『
市
場
に
出
さ
れ
る
収
穣
高
の
割
合
は
、
農
村
の
社
会
的
経
済
的
組
織
形
態
が
異
な
る
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

っ

て
変
化
し
う
る
』
の
で
あ
っ
て
、
，
自
然
条
件
よ
り
適
多
分
に
制
度
に
よ
る
制
約
を
こ
う
む
っ
て
い
る
（
／
3
）
α
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問

題
は

ま
た
、
工
業
化
の
端
緒
に
お
け
る
農
業
と
重
大
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
。

　
大

ざ
っ
ぱ
で
あ
る
が
、
み
ぎ
の
認
識
か
ら
ピ
ド
ウ
タ
計
画
の
農
工
投
資
比
率
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
計
画
に
よ
る
と
工
業
建
設
は
政
府

投
資
に
よ
る
も
の
・
公
私
資
本
の
合
弁
に
よ
る
も
の
・
民
間
資
本
に
よ
る
の
も
に
大
別
き
れ
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
政
府
投
資
に
よ
る

も
の
が
中
心
で
あ
っ
て
年
産
能
力
三
五
、
○
○
○
ト
ン
の
鉄
鋼
圧
延
工
場
を
筆
頭
と
し
て
精
油
工
場
・
ジ
ュ
ー
ト
工
場
・
紡
織
工
場
。
製

　
　
　

ビ
ル
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九



醒

㌔

，
‘
．

、

，
，

「
°
q
h
瓦

憂．

　
　
　

ビ
ル
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
Q
－

紫
工
場
、
硫
酸
エ
場
。
製
茶
工
場
・
煉
瓦
工
場
各
一
、
精
糖
工
場
二
を
ふ
く
む
大
小
六
五
工
場
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
（
／
4
）
。
そ

の

実
際
投
資
額
は
、
第
三
表
に
み
ら
れ
る
と
お
軌
で
あ
る
。
一
般
附
な
形
態
か
ら
い
う
と
、
動
力
部
門
お
よ
び
運
輸
通
信
部
門
は
固
有
の

工
業
部
門
（
拠
遣
加
工
工
業
）
に
従
属
し
、
投
資
量
の
比
率
も
通
常
そ
の
関
係
を
反
映
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
国
第
一
次
五
力
年

計
画
に

つ
い
て

い

う
と
、
基
本
建
設
投
資
総
額
四
、
二
七
四
、
○
○
○
万
元
の
う
ち
電
力
を
ふ
く
む
工
業
部
門
に
五
八
・
二
％
・
運
輸
通

信
部
門
に
一
九
。
二
％
・
農
業
部
門
に
七
・
六
％
め
配
分
、
工
業
投
資
総
額
二
、
四
八
五
、
O
O
O
万
元
の
う
ち
生
産
財
生
産
部
門
κ
八

八
。
八
％
・
清
費
財
生
産
部
門
に
一
、
一
・
一
．
一
％
の
配
分
と
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ル
マ
に
お
い
て
は
計
画
。
実
積
と
も
こ
の
関
係
が
全
く
倒
立

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ビ
ル
マ
の
電
力
・
運
輸
・
通
信
部
門
へ
の
投
貧
計
画
が
工
業
の
体
系
的
な
建
設
ど
結
合
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

直
接
的
に
は
主
と
し
て
農
業
お
よ
び
農
業
周
辺
の
加
工
工
業
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
吻
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
ピ
ド
ウ
タ
謝

画
の
予
定
ど
お
り
の
進
渉
が
ざ
折
し
修
正
四
力
年
計
画
が
設
定
さ
れ
た
前
後
か
ら
、
そ
の
性
格
を
ヨ
リ
明
確
に
あ
ら
わ
し
て
く
る
。
第
五

表
に

よ
る
と
農
業
中
心
の
第
一
次
産
業
部
門
へ
の
投
資
は
五
三
～
五
六
年
平
均
と
五
七
年
を
く
ら
べ
て
　
＝
二
。
’
ご
％
か
ら
一
九
，
四
％

へ

、
運
輸
通
信
と
電
力
部
門
は
そ
れ
に
照
応
し
て
三
四
・
四
％
か
ら
四
一
％
へ
と
増
大
し
て
い
る
が
、
工
業
へ
の
投
資
は
計
画
初
年
度
の

特
殊
状
況
お

よ
び
五
七
年
度
の
新
規
計
画
打
切
り
と
建
設
中
の
も
の
の
早
期
完
成
の
た
め
の
臨
時
的
支
出
増
加
と
い
う
条
件
を
考
慮
す
れ

ぼ
実
質
的
に
は
投
資
比
率
は
か
な
り
減
少
し
て
お
り
、
詐
画
自
体
が
農
業
近
代
化
に
最
も
高
い
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
与
裏
て
い
る
こ
と
億
b

き
わ
め
て
明
確
で
あ
る
（
／
4
）
伽
つ
ま
り
結
論
的
に
い
う
と
、
ピ
ド
ウ
タ
計
画
に
お
け
る
工
業
化
へ
の
意
欲
は
み
と
め
ら
れ
る
に
し
て
も

そ
れ
は
重
工
業
部
門
が
圧
延
工
場
一
つ
と
と
い
う
の
に
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
社
会
主
義
へ
の
軌
遵
に
の
せ
る
工
業
体
系
の
娃

設
で
は

な
く
、
む
し
ろ
農
産
物
の
市
場
へ
出
し
ゲ
る
剰
余
を
最
大
限
に
獲
得
す
る
た
み
の
、
小
わ
ば
社
会
主
義
の
軌
道
に
の
る
前
段
階
の

㍗



率批．期嵯搬繭厳第

　
度ダ

年

　
5
7
、

‘
η

度
）

年
均

56
ん

53

平

19

（別門部

％313％3旬

圏

銘
噛

盟
髄
編

卸

届

駕

ロ

ロ

餌

矯
卯

樹

』

　
9

5
　
2
1

概灌びよお業農

業

　
業
業

林

鉱
　
工

信通輸運

力
築

電
　
建

祉福会社

他
　
防

のそ
　
国

リ
雇
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
薯
あ
ろ
う
。
国
有
化
政
策
が
最
も
明
確
に
う
ち
充
さ
れ
た
土
地
制
度
に
つ
い
て
、
次
節
に
ご
オ
を

み

る
こ
と
に
す
る
。
ピ
ド
ウ
ダ
計
画
自
体
が
上
述
の
よ
ケ
に
工
業
化
端
緒
・
農
業
周
辺
の
徴
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
土
地
国
有
化
問
題

を
検
討
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
適
当
で
あ
ろ
う
。
’

　
　
　
（
1
）
　
ド
男
゜
〉
冨
島
器
”
切
舞
彗
＄
の
国
。
。
謬
o
巳
⇔
H
竃
①
・
℃
°
武
N
お
よ
び
『
世
界
知
識
年
竪
』
．
一
九
五
八
年
版
．
北
京
．
九
九
頁
。

　
　
　
（
2
）
　
一
九
五
五
年
「
甲
国
お
よ
び
ソ
連
臨
諸
国
と
の
間
に
年
間
八
〇
万
ト
ン
の
米
輸
出
を
ふ
く
ぴ
バ
ー
タ
ー
形
式
の
貿
易
協
定
が
締
結
さ
れ
、
　
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
マ
貿
易
の
三
〇
％
を
社
会
主
義
諸
国
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
　
ビ
ル
マ
経
済
に
新
し
い
安
定
要
素
を
加
え
る
か
に
み
え
た
が
、
目
下
の
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
そ
の
遂
行
状
況
は
が
ん
ば
し
く
な
い
。
　
　
　
　
　
　
暫

　
　
　
　
ビ

ル
マ

の

ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
、
＝
会

準
備

的
計
画
と
し
か
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
ピ
ド
ウ
タ
計
画
の
性
格

・
が
か
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
準
備
期
澗
に
最
初
の
計
画
に
お
い
て
八
力

年
、
実
際
の
計
画
指
標
達
成
に
は
ず
っ
と
多
年
を
要
す
る
よ
う
な
『
社

会
主
義
へ
の
多
様
な
み
ち
』
の
一
つ
を
と
る
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、

・
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
『
社
会
主
義
型
社
会
』
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
以

上
、
く
り
か
え
し
の
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
生
産
力
の
発
展
に
照
応
し

て

基
祇
と
な
．
る
生
産
関
係
を
改
造
す
る
具
体
的
な
み
と
お
し
を
も
つ
て

い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
ピ
ド
ウ
タ
計
画
の
中
軸
と
な
っ
て

い

る
国
有
化
政
策
・
産
業
国
家
管
理
政
策
が
こ
の
よ
う
な
要
請
に
貢
献

す

る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
み
れ
ば
、
ピ
ド
ウ
タ
計
．
画
の
性
格
を
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し



N

ビ

ル
マ

の

ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
：
昏
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
一
六
二
　
r

（
3
）
　
『
璽
非
国
家
走
上
独
立
発
展
経
済
的
道
路
』
・
一
九
五
八
年
・
北
京
・
五
五
頁
お
よ
び
前
掲
『
年
整
』
九
八
頁

（
4
）
（
5
×
6
）
数
字
出
所
は
い
ず
れ
も
閻
8
3
彗
言
摯
署
超
9
切
霞
筥
餅
も
切
鎚
゜
　
な
お
本
文
お
よ
び
表
申
の
た
と
え
ば
一
九
五
三
年
度
と
い

　
　
う
の
は
、
五
二
年
蝋
○
月
～
五
三
年
九
月
を
き
す
。
以
下
呵
じ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
、
　
　
　
　
“

（
7
×
8
）
　
…
数
宇
出
所
は
い
ず
れ
も
国
8
碁
o
巳
6
鍔
疑
o
鴇
◎
h
じ
ロ
窺
B
鈍
　
己
℃
切
ひ

「

（
9
）

（1
0
）

（1
1
）

（1
2
）

（1
3
）

（4
1
）

数
字
出
所
は
可
・
2
・
碧
舞
一
ω
銘
＄
o
鴨
2
ρ
ユ
9
巴
凱
8
鶯
Φ
碧
自
国
壱
窪
象
2
㎏
①
多
゜
℃
二
℃
綬
゜

寓
・
U
。
ぴ
ぴ
”
ω
。
墓
蔚
℃
8
＄
g
国
8
8
慧
⇔
U
Φ
邑
。
勺
ヨ
⑦
g
噛
日
ぽ
8
い
Φ
゜
言
器
゜
。
°
℃
°
ω
q

客
ω
・
ご
コ
・
。
響
碧
§
島
犀
ω
』
剛
蕃
”
魯
℃
§
。
畜
8
国
゜
g
°
巳
゜
∪
塞
δ
蜜
①
号
ア
酌
ミ

2
・
ω
・
b
ロ
ρ
。
富
ロ
碧
碧
乙
鵠
゜
ω
゜
密
一
貯
“
前
掲
書
　
℃
°
嬉
切
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
、

】≦
・
ご
◎
喜
”
前
掲
書
　
℃
°
ま
゜

数
字
出
所
は
国
8
8
琴
客
も
b
窺
く
o
団
o
h
切
農
欝
鋤
お
㎝
含
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

「
聾

土
地
改
革
に
お
け
る
社
会
一
王
義
へ
の
指
向

　
ま
ず
最
初
に
、
ビ
ル
マ
原
有
⑳
土
地
制
度
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
ビ
ル
マ
農
業
は
、
自
給
で
き
る
だ
け
の
米
と
工
業
原
糾
用
の
各
種
作

物
を
栽
培
し
て
い
る
上
ビ
ル
マ
（
マ
ン
ダ
レ
ー
平
野
）
地
域
、
お
よ
び
世
界
的
米
単
作
地
帯
で
あ
る
下
ピ
ル
マ
（
イ
ラ
ワ
ジ
゜
デ
ル
タ
お

よ
び
ペ
グ
ー
平
野
）
地
域
の
二
つ
の
型
に
は
っ
き
り
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
下
ビ
ル
マ
を
一
八
二
四
～
五
二
年
の
間
に

完
全
に
手
中
に
お
さ
め
た
が
、
一
八
六
九
年
ス
エ
ズ
運
河
開
通
以
来
、
外
国
（
イ
ギ
リ
ス
系
）
資
本
の
投
入
に
よ
っ
て
イ
ラ
ワ
ジ
゜
デ
ル

タ
の
輸
出
商
品
之
し
て
の
米
作
が
急
速
に
発
展
し
た
。
“
、
外
資
の
滲
透
に
よ
る
伝
統
的
社
会
経
済
の
解
体
・
植
民
地
的
経
済
資
源
の
開
発

∵



は
、
ジ
ャ
コ
ビ
ー
の
表
現
に
よ
る
と
『
一
流
の
で
き
ば
え
』
で
あ
っ
た
（
－
）
。
植
民
地
的
発
展
は
デ
ル
タ
に
集
中
し
た
が
、
資
本
と
信

用
は
ま
ず
封
建
的
生
産
関
係
を
徹
底
的
に
駆
逐
し
て
し
ま
い
、
土
地
は
完
全
に
商
品
化
し
て
『
下
ビ
ル
マ
の
土
地
は
株
式
取
引
所
に
お
け

る
証
券
と
同
じ
く
ら
い
ひ
ん
ぱ
ん
に
所
有
主
を
変
え
る
』
よ
う
に
な
っ
た
（
2
）
。
下
ビ
ル
マ
の
米
作
農
業
は
、
ま
ず
全
部
が
商
品
と
し

て
生
産

さ
れ
、
さ
ら
に
栽
培
の
各
過
程
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
労
働
者
（
奴
隷
的
な
労
鋤
条
件
で
は
あ
る
が
明
ら
か
に
労
働
力
を
売
る
）
に

割
当
て
て
分
業
化
威
る
と
い
う
明
確
な
資
本
主
義
特
徴
を
そ
な
え
る
に
い
た
っ
た
。
上
ビ
ル
マ
は
こ
れ
と
対
照
的
に
外
国
資
本
が
下
ビ
ル

マ
ほ

ど
深
く
滲
透
し
な
か
っ
た
た
め
、
あ
る
程
度
自
給
的
多
角
的
な
自
営
小
保
有
の
形
式
を
残
存
さ
せ
て
い
る
。
下
ピ
ル
マ
の
ば
あ
い
、

他
の

植
民
地
に

お

け
る
よ
う
な
原
有
の
社
会
経
済
体
制
と
植
民
資
本
と
の
摩
擦
ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
の
条
件
が
農
業
の
性
格
に
お
い
て
資

本
の
本
質

を
一
層
む
き
だ
し
に
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
植
民
地
経
済
の
形
成
鳳
、
『
調
和
し
よ
う
が
し
ま
い

が
、
本
来
の
ビ
ル
マ
人
経
済
。
チ
ェ
テ
イ
ヤ
ー
経
済
・
な
ら
び
に
ま
す
ま
す
重
要
の
度
を
く
わ
え
る
岡
ー
ロ
ッ
パ
資
本
主
義
経
済
と
い
う

三
つ
の
別
個
の

経
済
制
度
を
混
合
す
る
』
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
（
3
）
。
す
な
わ
ち
、
下
ビ
ル
マ
地
方
の
植
民
地
的
地
権
集
中

、
に
貢
献
し
た
の
は
、
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
権
力
に
よ
う
て
信
用
組
織
の
拡
大
を
保
証
さ
れ
た
イ
ン
ド
高
利
貸
資
本
（
チ
ェ
テ
イ

ヤ
ー
資
本
）
で
あ
り
、
原
住
ビ
ル
マ
人
お
よ
び
移
住
農
民
（
上
ビ
ル
マ
人
お
よ
び
イ
ン
ド
人
）
は
、
こ
れ
ら
の
権
力
と
資
本
に
よ
っ
て
先

進
資
本
主
義
諸
国
で
お
こ
な
わ
れ
た
よ
り
も
ず
っ
と
簡
単
か
つ
急
速
に
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
に
再
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
六
年

ま
で
に
投
資
さ
れ
た
チ
ェ
テ
ィ
ヤ
1
資
本
は
推
定
七
五
、
○
○
○
万
ル
ピ
ー
（
約
二
七
、
○
○
○
万
ド
ル
）
以
上
に
達
し
、
チ
ェ
テ
イ
ヤ

ー
は
下
ビ
ル
マ
の
米
作
地
一
、
○
○
σ
万
工
ー
カ
ー
の
う
ち
二
五
％
を
所
有
し
、
さ
ら
に
他
の
一
〇
～
二
〇
％
に
対
し
重
い
抵
当
権
を
も
っ

て

い
た

（
4
）
。
こ
の
よ
う
な
地
権
集
中
は
、
主
と
し
て
チ
講
テ
イ
ヤ
i
資
本
が
生
産
資
本
と
し
て
の
機
能
を
全
く
発
揮
し
な
か
っ
た
と

　
　
　
　
ビ
ル
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三



、

　
　
　

ビ
ル
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四

い

う
事
情
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
チ
ェ
テ
イ
ヤ
ー
資
本
と
い
う
の
は
典
型
的
な
高
利
貸
資
本
で
あ
っ
て
、
貸
付
け
た
資
本
の
経
済
性
・
生

産
性
よ
り
も
そ
の
担
保
。
利
子
の
方
に
ず
っ
と
多
く
の
関
心
を
し
め
し
、
手
積
保
の
価
格
に
基
い
て
資
本
計
算
書
妄
い
、
，
生
産
資

本
と
し
て
の
効
率
は
問
題
と
せ
ず
、
ま
た
そ
の
貸
付
期
間
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
が
三
年
未
満
で
あ
っ
ご
、
農
業
生
産
発
展
に
不
可
欠
の

長
期
融
資
に
は
応
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
チ
ェ
テ
イ
ヤ
ー
の
え
じ
き
と
な
っ
た
原
有
小
土
地
所
有
農
民
は
、
も
し

そ
れ
を
借
り
な
け
れ
ば
資
本
主
義
農
業
と
競
争
で
き
ず
、
、
も
っ
と
は
や
く
没
湊
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
借
り
だ
と
こ
ろ
で
そ
れ
は
生
産
資
本

と
し
て
機
能
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
は
か
な
ら
ず
土
地
を
失
い
農
業
労
働
者
か
移
動
小
作
人
に
転
落
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
チ
ェ
テ
イ
ヤ
ー
に
集
中
し
た
地
権
は
、
そ
れ
か
ら
決
し
て
エ
ス
テ
ー
ト
式
大
規
模
農
業
を
生
み
だ
し
は
し
な
か

っ

た
。
所
有
規
模
と
経
営
規
模
の
こ
の
よ
う
な
不
一
致
は
、
資
本
の
高
利
貸
的
性
格
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
チ
ェ
テ
イ
ヤ
ー
は
自
ら
生
産
経

営
の
責
任
を
も
つ
こ
と
に
は
全
く
興
味
を
し
め
さ
ず
、
兼
併
し
た
土
地
を
一
五
～
三
〇
エ
ー
カ
ー
の
小
区
劃
に
わ
け
て
、
再
び
金
融
の
対

象
と
す
る
た
め
に
小
作
人
を
入
れ
る
方
を
え
ら
ん
だ
。
小
作
人
は
通
常
収
穫
の
二
五
～
五
〇
％
と
き
に
は
七
五
％
に
お
よ
ぶ
小
作
料
を
現

物
で
支
払

い
、
残
余
で
チ
ェ
テ
イ
ヤ
ー
に
生
産
諸
費
用
を
償
還
し
、
も
し
剰
余
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
投
機
的
仲
買
人
の
搾
取
の
対
象
と
な
る

の

で

あ
る
。
結
果
と
し
て
下
ビ
ル
マ
地
方
の
小
作
人
は
、
せ
い
ぜ
い
一
～
二
年
で
逃
亡
す
る
か
追
立
て
ら
れ
、
し
ば
ら
く
は
移
動
小
作
人

階
級
と
よ
ば
れ
る
が
、
や
が
て
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
転
落
す
る
。
移
動
小
作
制
は
、
し
ば
し
ぼ
内
乱
の
直
接
の
動
機
ど
な
っ
た
の
み
な

ら
ず
、
農
業
生
産
性
の
向
上
を
阻
害
す
る
最
大
原
因
で
あ
っ
た
。

　
ビ
ル
マ
独
立
前
に
は
、
全
国
一
、
九
四
Q
万
工
ー
カ
ー
の
農
耕
地
中
少
く
と
も
そ
の
三
〇
％
六
四
〇
万
工
i
カ
ー
は
約
一
五
万
の
地
主

に

所
有
さ
れ
、
そ
の
う
ち
六
、
○
○
○
人
が
二
〇
〇
万
工
ー
カ
ー
以
上
を
所
有
し
て
い
た
。
ピ
ル
マ
農
民
の
七
〇
％
は
、
一
人
当
り
耕
作

㍉



レ

面
積
五
工

ー
カ
ー
以
下
の
状
態
で
あ
っ
た
。
上
ビ
ル
マ
で
は
鼠
作
農
が
農
村
の
中
核
を
な
し
、
ま
だ
地
主
も
在
村
地
主
が
多
か
っ
た
が
、

下
ビ

ル

マ

で

は
一
、
一
一
Q
万
工
ー
カ
ー
の
耕
地
中
六
四
〇
万
工
L
カ
ー
は
チ
ェ
テ
イ
ヤ
ー
を
ふ
く
む
地
主
の
手
申
に
あ
り
、
そ
の
う
ち

二
三

つ
万
工
ー
カ
ー
は
五
、
○
○
○
人
の
チ
ェ
テ
イ
ヤ
ー
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
た
。
全
国
一
、
九
四
〇
万
工
ー
カ
ー
の
耕
作
地
中
九
四
〇
万

工

ー
カ
ー
は
、
常
に
移
動
す
る
小
作
人
を
受
入
れ
て
い
た
。
独
立
直
前
爬
は
、
高
利
貸
資
本
に
対
す
る
負
債
を
も
た
な
い
農
民
は
全
体
の

一Q
％

た
ら
ず
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
5
）
。

　
み

ぎ
の
よ
う
な
土
地
制
度
に
く
わ
え
て
、
米
穀
取
引
の
た
め
の
商
業
・
運
輸
。
貿
易
機
構
は
、
す
べ
て
イ
ギ
リ
ス
資
本
お
よ
び
そ
の
下

請
の

イ
ン
ド
資
本
万
支
配
し
て
お
り
、
米
の
輸
出
お
よ
び
そ
れ
と
引
換
え
に
逆
流
す
る
工
業
諸
製
品
か
ら
す
い
あ
げ
ら
れ
る
利
潤
は
す
べ

て

国
外
に
も
ち
出
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
よ
う
な
植
民
地
的
従
属
経
済
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
第
一
に
土
地
自
体
を
ビ
ル

マ

民
族
の

手
に

回
復
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
地
権
の
民
族
へ
の
回
復
の
手
段
に
つ
い
て
は
、
そ
の
『
社
会

主

義
型
社
会
」
へ
の
指
向
と
あ
い
ま
っ
て
、
か
な
り
大
胆
な
土
地
国
有
化
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
つ

ぎ
に
、
土
地
国
有
化
政
策
の
具
体
的
遂
行
過
程
を
一
べ
つ
す
る
。
一
九
四
七
～
四
八
年
に
つ
ぎ
の
三
つ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
・
土
地

国
有
化
の
地
な
ら
し
が
お
こ
な
わ
れ
だ
。
す
な
わ
ち
、
四
七
年
の
標
準
地
代
法
は
地
代
を
地
主
に
課
せ
ら
れ
る
土
地
税
の
二
倍
以
内
に
制

限
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
（
五
四
年
に
さ
ら
に
引
下
げ
ら
れ
る
）
、
同
年
の
農
民
債
務
軽
減
法
は
高
利
貸
債
務
の
一
部
を
棒
引
す
る
も

の
で

あ
り
、
四
八
年
の
土
地
強
制
賃
貸
法
は
地
主
の
一
方
的
小
作
契
約
破
棄
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
移
動
小
作
農
を
定

蓉
し
吻
、
土
地
国
有
化
ー
ー
小
作
制
消
滅
の
前
提
条
件
を
つ
く
ゆ
だ
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ピ
ド
ウ
タ
計
票
発
足
す
る
五
三
年
か

ら
本
格
的
な
土
地
国
有
化
政
策
が
は
じ
ま
る
。
同
五
三
年
土
地
国
有
化
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
，
そ
の
内
容
と
要
約
す
る
と
・
自
作
し
て
い

　
　
　

ビ

ル
マ

の

ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
六
五

調



　
　
　
　
ビ
ル
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
蓬
つ
い
て
　
｝
、
　
　
　
　
㌦
　
　
＝
ハ
六

る
か
あ
る
い
は
耕
作
監
督
に
現
地
で
専
従
し
て
い
る
も
の
（
在
村
地
主
）
が
同
法
に
い
う
’
『
農
民
』
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ビ
ル
マ
公

民
た

る
『
農
民
』
一
人
に
つ
き
稲
田
五
〇
エ
ー
カ
ー
・
高
旱
地
二
五
工
i
カ
i
・
沖
積
地
一
〇
エ
、
i
カ
ー
。
甘
庶
畑
五
工
ー
カ
i
以
上
の

所
有
耕
地
は
原
則
的
に
国
有
化
の
対
象
に
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
不
在
地
主
に
対
し
て
は
耕
作
義
務
の
承
認
を
条
件
に
、
あ
る
い
は
耕
作

物
の
種
類
（
た
と
え
ば
果
樹
園
・
ゴ
ム
園
等
）
・
地
主
の
性
格
（
た
と
え
ば
宗
教
団
体
等
）
に
よ
っ
て
国
有
化
を
ま
ぬ
が
れ
る
条
項
が
あ

り
・
国
有
化
の
原
則
は
・
か
な
ら
ず
し
も
非
常
に
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
国
有
化
さ
れ
た
土
地
は
展
民
に
再
配
分
さ
れ
る

゜
が
、
そ
の
基
準
は
一
耕
作
日
面
積
（
一
頭
の
家
畜
を
使
い
ヅ
日
で
耕
作
し
う
る
面
積
、
若
干
の
地
域
差
が
あ
り
通
常
六
～
一
五
工
ー
カ
蹄

）

を
基
礎
に
し
て
、
第
一
に
小
作
農
あ
る
い
は
五
分
の
一
耕
作
日
面
積
以
下
の
零
細
自
作
農
に
優
先
し
、
つ
ぎ
に
五
分
の
一
噸
い
し
一
耕

作

日
面
積
の
小
型
自
作
農
に
、
さ
ら
に
季
節
的
農
業
労
働
者
に
、
最
後
に
そ
の
他
の
農
業
労
働
看
の
順
に
配
分
さ
れ
る
。
再
配
分
さ
れ
た

土
地

は
・
賃
貸
お
よ
び
抵
当
化
を
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
新
し
い
所
有
主
が
自
分
で
耕
作
す
る
と
い
う
条
件
で
分
割
。
交
換
。

移

譲

お

よ
び
買
売
が
み
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
国
有
化
の
原
則
の
ル
ー
ズ
さ
、
あ
る
い
は
再
配
分
後
の
あ
る
程
度
の
移
転
の

自
由
の
承
認
は
、
こ
の
国
有
化
政
策
の
主
要
な
目
標
が
外
資
の
排
除
と
奴
隷
的
条
件
の
小
作
制
度
の
消
滅
に
あ
っ
て
そ
れ
以
上
の
生
産
関

係
変
革
に
ま
で
立
入
る
用
恵
が
な
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
国
有
化
お
よ
び
再
配
分
は
も
ち
ろ
ん
有
償
で
お
こ
な
わ
れ
、
政
府
補
償
価

格
は
原
則
と
し
て
最
初
の
一
〇
〇
エ
ー
カ
ー
ま
で
は
・
一
工
ー
カ
ー
ご
と
に
年
間
農
業
税
の
一
二
倍
、
そ
れ
を
こ
え
る
一
〇
〇
エ
ー
ガ
ー
は

一
ム

倍
、
さ
ら
に
そ
れ
を
こ
え
る
一
〇
〇
エ
ー
カ
ー
は
一
σ
倍
と
い
う
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
。
国
有
化
の
対
象
と
な
る
耕
地
は
、
計
画
当

初
の
五
三
無
に
は
約
一
、
○
○
○
万
工
ー
カ
ー
、
五
七
年
に
は
六
二
〇
万
エ
ー
カ
ー
補
償
総
額
一
五
　
〇
〇
〇
万
チ
ヤ
ッ
ト
と
み
つ
も
ら

れ
て

い

を
。
　
国
有
化
お
よ
び
再
配
分
の
管
理
は
選
挙
さ
れ
、
た
農
村
土
地
委
員
会
が
あ
元
り
、
　
各
農
村
土
地
委
員
会
は
国
家
の
任
命
あ
る



㌶

い
は

承
認

し
た
中
央
土
地
委
員
会
・
地
区
土
地
委
員
会
の
指
導
を
う
け
る
（
6
）
・

　
み

ぎ
の
よ
う
な
計
画
に
対
心
、
実
績
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
法
律
自
体
が
地
主
階
級
の
抵
抗
に
よ
っ
て
若
干
の
盲
点
を
も
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
内
乱
そ
の
他
に
よ
る
農
村
治
安
状
況
の
不
安
定
の
た
め
い
ち
じ
る
し
く
阻
害
さ
れ
予
定
ど
お
り
の
進
渉
を
み
せ
て
い
な
い
。
し

か

し
ピ
ド
ウ
タ
計
画
の
轟
と
し
て
の
こ
の
肇
遽
行
緩
府
慧
始
熱
夢
も
つ
て
あ
た
り
、
五
三
年
治
安
状
況
の
良
好
な
畿
か

ら
漸
進
的
籍
手
さ
れ
、
五
六
集
に
は
δ
・
万
干
力
以
上
の
土
地
が
署
化
さ
れ
、
八
九
、
…
呈
の
小
作
讐
よ
竺

○
、
○
○
○
以
上
の
肇
労
讐
に
配
分
さ
れ
た
（
7
）
。
五
七
年
七
月
の
資
料
で
は
、
』
、
蓋
六
、
四
四
ニ
エ
Y
カ
あ
土
地
蚕

里
、
　
；
三
人
の
鷺
に
天
当
り
六
～
一
〇
エ
ゐ
あ
割
で
配
分
霧
え
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
・
し
か
し
チ
ェ
テ
イ
ヤ
ー
所

，
有
の
署
砦
象
難
三
・
万
〒
空
の
う
ち
、
み
ぎ
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
ば
六
、
・
・
Q
エ
ゐ
え
す
ぎ
な
い
（
8
）
・

土
地

再
配
分
後
の肇
生
産
刀
の
発
磐
よ
び
犀
農
讐
肇
と
し
で
ば
先
述
の
非
耕
作
者
へ
の
所
有
権
の
移
転
を
法
的
に
制
限

す
る
消
極
策
の
ほ
か
に
、
積
極
的
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
協
同
化
政
策
を
と
っ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
ま
ず
農
地
の
再
配
分
を
う
け
た
隣
接
三

コ
五漿
．
約
五
。
干
汐
を
覆
と
す
る
相
互
誘
組
磐
つ
く
り
、
集
団
耕
作
逢
肇
磐
ま
生
産
物
の
共
同
購
入
販
売
・

相
互
金礎
よ
っ
て
、
霜
讐
本
の
侵
入
を
ふ
せ
ぎ
謁
力
を
調
警
生
産
性
の
初
歩
的
な
向
上
を
は
か
る
・
つ
い
で
い
く
つ
か
の
相

養
助
翻
を
も
っ
て
肇
謹
協
同
焚
・
（
平
均
二
〇
戸
二
〇
〇
エ
L
カ
ー
）
を
組
織
す
る
．
こ
の
段
階
で
は
・
生
産
面
に
茨
て
単

場
働
力
を
鯉
す
る
だ
け
で
な
く
、
家
畜
あ
る
い
は
葦
の
大
型
農
具
の
共
同
使
袈
可
能
な
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
・
協
同
組
合
は
・

き
ら
矢
○
○
～
一
、
○
○
○
干
力
あ
難
を
単
位
と
す
る
集
団
農
場
に
集
結
ざ
れ
る
み
と
お
レ
を
与
え
ら
れ
て
い
る
・
計
画
で

は
、
六
二
年
ま
で
に
七
二
の
集
団
農
・
場
の
建
設
が
予
完
さ
れ
、
伺
時
に
そ
れ
に
照
応
す
る
規
模
の
三
七
の
ト
ラ
ク
タ
ー
管
理
所
の
建
設
が

　
　
　

ビ

謬
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
蓬
つ
い
て
　
　
・
　
．
　
　
　
　
　
エ
ハ
七



〆
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ビ
ル
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八

つ

け
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
協
同
化
政
策
を
ビ
ル
マ
農
業
発
展
の
・
ひ
い
て
は
ピ
ド
ウ
タ
計
画
全
体
の
成
功
の
カ
ギ
と
し
て
非

常
に
重
視
し
・
専
任
国
務
相
（
協
紳
大
臣
）
の
指
導
の
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
の
振
興
策
を
と
っ
た
。
そ
の
結
果
、
協
同
組
合
数
は
逐
年
増
加

し
・
五
三
年
に
お
け
る
活
動
中
の
墾
層
墾
・
数
は
三
、
里
、
一
、
五
四
年
に
は
四
、
三
四
二
、
五
五
年
に
は
四
、
四
二
蒲
A
口
と
な

っ

て

い

る
（
9
）
。
協
組
平
均
耕
作
規
模
を
計
画
ど
お
り
の
二
〇
〇
エ
ー
カ
ー
と
仮
定
す
れ
ば
、
約
八
八
万
工
ー
ヵ
1
以
上
と
な
り
、
金

耕
地
に
対
し
て
は
一
〇
％
に
み
寒
い
が
蟹
再
配
分
農
地
の
ほ
ぼ
九
〇
％
が
協
同
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
、

以
上

が
・
ビ
ル
マ
土
地
制
度
の
歴
史
的
性
格
お
よ
び
そ
の
基
礎
の
上
に
た
つ
土
地
国
有
化
政
策
編
単
な
要
約
で
あ
る
。
ビ
ル
マ
が

『
社
会
主
義
型
社

会
』
実
現
の
ス
▽
ガ
ン
を
か
か
げ
全
力
を
あ
げ
て
着
手
し
た
土
畿
有
化
農
業
集
団
化
政
策
一
国
有
化
に
よ
る

集
申
地
権
の
解

体
・
集
団
化
に
よ
る
労
働
生
薩
の
向
上
・
生
産
嶺
拡
大
に
よ
る
合
理
的
機
械
化
。
流
鶏
程
に
お
け
る
投
機
的
取
引

の肇
震
業
讐
の
多
角
化
と
梨
労
働
力
の
結
ム
・
に
よ
る
籍
工
業
の
舞
と
い
う
蓮
の
過
程
は
、
す
で
に
よ
く
智
れ
て
い
る

よ
う
に
・
ソ
連
お
よ
び
中
国
に
お
い
て
大
き
な
歴
更
的
勝
利
を
か
ち
と
っ
た
典
型
的
な
社
会
主
義
へ
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

同
じ
型
゜
同
じ
〒
ス
を
と
る
政
策
で
あ
つ
て
も
、
ソ
連
お
よ
び
中
国
で
は
そ
紮
重
工
養
先
の
高
度
の
工
業
化
計
画
と
結
合
芒
め

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
・
ビ
ル
マ
で
は
前
節
に
紹
介
し
ξ
お
り
農
村
周
辺
の
端
緒
工
業
の
計
票
対
応
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
相
違

点
は
・
（
そ
れ
は
茱
的
に
笙
産
関
係
の
峯
に
対
す
る
言
レ
タ
多
独
裁
権
か
と
民
族
主
藷
漢
・
政
権
の
対
快
方
法
の
柑
違
か
・

ら
み
ち
び
か
れ
る
の
で
あ
る
が
）
当
然
生
産
発
展
テ
ン
ポ
に
え
い
き
ょ
う
し
、
ま
星
産
関
係
釜
の
物
質
的
篇
の
優
劣
を
決
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ

肛
産
力
の
誕
に
対
す
る
生
産
関
係
の
籍
化
と
い
う
最
も
基
本
的
な
矛
盾
を
拡
大
墨
産
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
、
そ
の
客
観
的
な

成
果
は
と
う
て
い
同
質
の
も
の
を
期
待
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
騒
意
識
か
ら
、
前
節
の
考
簿
つ
づ
け
て
魔
マ
の
土
地

、



ノ

国
有
化
政
策
・
農
業
集
団
化
政
策
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

ビ
ル
マ
の
土
地
改
革
を
中
国
の
そ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
は
、
ビ
ル
マ
農
業
の
『
社
会
主
義
型
社
会
」
指
向
を
検
討
す
る
一
つ
の
手
が
か

り
と
な
る
だ
ろ
う
。
中
国
に
お
い
て
は
、
解
放
後
た
だ
ち
に
地
王
制
度
は
廃
棄
さ
れ
集
中
地
権
は
解
体
さ
れ
た
が
、
富
農
お
よ
び
中
農
の

自
営
の
土
地
所
有
に
対
し
て
は
直
接
権
力
に
よ
る
変
革
を
さ
け
て
一
定
期
間
こ
れ
を
存
続
さ
せ
な
が
ら
、
ま
ず
初
中
級
生
産
協
同
組
合
の

創
設
に

よ
っ
て
農
業
生
産
力
の
発
展
を
は
か
り
、
工
業
の
発
展
と
対
応
し
つ
つ
、
そ
れ
と
の
完
全
な
結
合
ー
農
業
機
械
化
の
度
合
に
応
じ

て
、
つ
ま
り
物
質
的
技
術
的
支
柱
を
常
に
確
保
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
土
地
私
有
が
止
揚
さ
れ
て
い
く
。
私
有
制
廃
棄
の
最
終
的

解
決

は
、
い
う
で
も
な
く
全
人
民
所
有
で
あ
る
。
ビ
ル
マ
で
は
、
最
初
に
土
地
個
有
化
が
あ
り
、
そ
し
て
自
作
農
の
創
設
が
国
有
地
の
再

己
配
分
と
い
ケ
形
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
土
地
の
再
配
分
は
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
生
産
手
段
私
的
所
有
の
最
も
正
常
な
物
質
的
基
盤
の
創
設
で

あ
り
、
価
値
法
則
貫
徹
の
最
も
正
常
な
物
質
的
基
盤
の
創
設
を
意
味
す
る
。
も
つ
と
も
、
こ
の
土
地
の
再
配
分
後
た
だ
ち
に
集
団
化
政
策

の
接
合
に

よ
っ
て
、
価
値
法
則
作
凋
の
場
の
制
限
と
そ
の
漸
進
的
廃
棄
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
　
（
価
値
法
則
阻
止
の
成
否
の

客
観
的
根
拠
に

つ
い
て
は

後
述
す

る
と
し
て
）
、
こ
こ
ま
で
の
過
程
は
申
国
と
か
な
り
の
相
違
を
み
せ
て
い
る
。

こ
の
相
違
は
、
　
主
と
し
て
原
有
基
盤
の
歴
史
的
制
約
に
む
と
ず
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
中
国
で
も
ビ
ル
マ
で
も
地
権
の
集
中
・
分
散
’

的
小
規
模
経
営
・
奴
隷
的
条
件
の
小
作
制
度
お
よ
び
農
業
労
働
者
の
普
遍
的
存
在
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
　
第
一
に

中
国
農
業
は
、
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
か
わ
ゆ
る
『
個
体
経
済
』
で
あ
っ
て
、
農
業
生
産
物
が
一
般
的
に
近
代
的
商
晶
に
ま
で
成
熟
し
て
い
な

か
っ、

た

と
い
う
点
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地
所
有
関
係
自
体
は
外
資
の
直
接
支
配
を
う
け
ず
、
買
弁
商
業
資
本
・
官
僚
独
占

資
本
の
搾
取
を
と
お
し
て
間
接
に
帝
同
主
義
に
従
属
し
て
い
だ
の
で
あ
る
が
、
ビ
ル
マ
農
業
に
お
い
て
は
、
農
民
に
対
す
る
封
建
的
奴
隷

　
　
　
・
ビ
ル
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九

ψ

、

6



　
　
　

ビ
ル
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇

的
搾
取
が
廃
棄

さ
れ
ず
む
し
ろ
そ
れ
が
主
要
な
搾
取
手
段
で
あ
つ
た
に
し
て
も
、
農
業
生
産
物
は
一
般
に
商
晶
と
し
て
生
産
さ
れ
、
外
国

資
本

（
イ
ギ
リ
ス
資
本
・
イ
ン
ド
高
利
貸
資
本
）
の
直
接
支
配
を
う
け
て
い
た
。
ゼ
ル
マ
の
ば
あ
い
は
、
中
国
の
半
封
建
半
植
民
地
的
性

格

と
は
ち
が
い
純
然
た
る
植
民
地
経
済
で
あ
り
、
土
地
所
有
の
支
配
的
形
態
は
、
封
建
的
所
有
で
は
な
く
植
民
地
的
高
刹
貸
的
資
本
制
所

有
で
あ
っ
た
・
し
た
が
っ
て
・
中
国
で
は
自
拒
農
の
創
設
は
、
原
則
的
に
は
封
建
的
土
地
所
有
関
係
の
廃
棄
に
よ
っ
て
国
有
化
過
程
を
経

由
せ
ず
お
こ
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ビ
ル
マ
の
ば
あ
い
集
中
地
権
の
排
除
は
、
明
ら
か
に
何
ら
か
の
手
段
で
外
国
資
本
を
接
収
す

る
の
で
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
り
、
自
作
農
の
創
設
は
単
な
る
国
内
問
題
で
は
な
く
、
一
つ
の
国
際
的
聞
題
を
介
在
せ
し
め
ざ
る
を
え
な

か
っ

た
。
ま
た
ビ
ル
マ
の
ば
あ
い
集
中
地
権
の
解
体
は
、
同
時
に
帝
国
主
義
的
植
民
地
収
奪
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
価
値
法
則
の
作
用
範

囲
を
少
く
と
も
『
社
会
主
義
型
社
会
』
の
出
発
点
た
る
条
件
を
満
足
せ
し
め
る
程
度
ま
で
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
約
が
あ

っ

た
・
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
ピ
ル
マ
で
は
最
初
の
出
発
点
に
お
い
て
ま
ず
国
有
化
の
手
段
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
外
交
的
困
難

あ
る
い
は
国
内
治
安
の
不
安
定
等
の
た
め
普
画
ど
お
り
の
進
渉
を
み
て
い
な
い
に
し
て
も
、
　
『
社
会
主
義
型
社
会
』
を
指
向
す
る
か
ぎ
り
’

唯
一
の
正
し
い
路
線
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
カ
し
な
が
ら
、
国
有
化
政
策
に
つ
づ
く
土
地
の
再
分
配
に
よ
る
自
作
農

創
設
の

段
階
に
な
る
と
、
中
国
で
も
同
じ
形
態
を
と
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
両
者
の
意
義
あ
る
い
は
内
容
は
か
な
り
異
な
る
。
む
し
ろ
、
そ

の

本
質
に

お

い
て
反
対
の

方
向
を
も
つ
と
い
つ
て
も
よ
く
、
中
国
の
指
向
す
る
社
会
主
義
と
ビ
ル
マ
の
指
向
す
る
欄
社
会
主
義
型
社
会
』

の
本
質
的
な

相
違
に

も
ふ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
に
お
け
る
自
作
農
の
創
設
は
、
も
ち
ろ
ん
中
国
農
民
の
土
地
へ
の
伝
統
的
執
着

に

対
す

る
考
慮
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
決
定
的
な
慰
由
は
す
で
に
先
述
し
た
よ
う
に
生
産
力
の
発
展
と
生
産
関
係
の
変
革
を
最
も
円
滑
に
照
／

応
せ

し
め
常
に
生
産
力
の
最
大
限
の
発
揮
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
産
手
段
私
的
所
有
廃
棄
の
観
点
か
ら
い
っ
て
も
、
そ
の



実
現
の
た

め

の

前
進
的
な
不
可
欠
の
布
石
な
の
で
み
る
が
、
ビ
ル
マ
の
自
作
農
創
設
は
、
生
産
手
段
の
所
有
関
係
か
ら
い
う
と
、
一
た
ん

国
有
化
に
よ
っ
て
私
的
所
有
を
止
揚
さ
れ
た
土
地
が
ふ
た
た
び
私
的
所
有
に
も
ど
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
少
く
と
も
私
的
所
有
否
定
の
最

高
形
態
か

ら
洲
歩
後
退
し
た
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
で
は
、
ビ
ル
マ
に
お
い
て
か
よ
う
な
国
有
化
の
な
し
く
ず
に
よ
っ
て
自

作
農
が
創
設

さ
れ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
噛
農
民
の
土
地
私
有
へ
の
伝
統
的
執
着
は
考
慮
さ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た

国
有
化
さ
れ
た
の
は
主
と
し
て
外
資
所
有
弛
を
ふ
く
む
不
在
地
主
の
土
地
て
あ
っ
た
か
ら
、
、
一
方
に
お
い
て
原
有
の
中
小
在
村
地
主
お
よ

び

自
作
農
は
そ
れ
ぞ
れ
の
私
有
地
を
確
保
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
私
有
制
度
が
依
然
と
し
て
絶
対
的
に
優
勢
を
し
め
て
い
る
と
い
う
条

件
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
他
面
か
ら
い
え
ば
、
移
動
小
作
農
の
普
遍
的
存
在
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
ビ
ル
マ
農

民

の
土

地
へ
の
伝
統
的
執
着
は
少
く
と
も
中
国
農
民
ほ
ど
強
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
私
有
制
の
絶
対
的
優
位
に
つ
い
て
は
、
制
度
の

競
争
は

量
的
優
勢
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
質
的
優
越
性
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
防
て
・
た
と
え
鼠
的

に

劣
勢
で

あ
っ
て
も
楓
有
化
の
基
礎
の
上
に
ヨ
リ
高
い
生
産
性
を
保
障
す
6
制
度
が
う
ち
た
て
ら
れ
る
な
ら
ば
、
国
有
化
部
分
は
私
有
部

分
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
，
国
有
化
部
分
に
対
し
、
大
規
模
機
械
化
農
業
を
た
だ
ち
に
う
ち
た
て

る
準
備
は
全
然
な
い
の
で
あ
る
．
か
ら
一
そ
の
条
件
が
つ
く
ら
れ
る
ま
で
は
中
小
規
模
の
自
作
農
創
設
に
よ
つ
て
農
業
生
産
を
集
約
化
し
、

農
業
生
産
性
を
漸
進
的
に
山
間
圃
め
て
い
か
ね
「
ば
な
ら
な
い
と
い
う
論
拠
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
え
し
か
に

当
面
の
農
業
生
産
を
引
上
げ
て
い
く
た
め
の
不
可
欠
の
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
⑥
、
そ
れ
は
国
有
地
の
再
私
有
化
を
か
な
ら
ず
し
も

前
提
条
件
と
し
な
い
で
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
に
お
い
て
革
命
直
後
土
地
国
有
化
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
基
礎
の
上
に

単
純
商
同
即
を
生
産
す
る
小
経
営
が
創
設
さ
れ
た
歴
史
的
経
験
を
指
摘
す
れ
ば
た
り
る
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ん
や
、
集
団
化
政
策
が
私
有
地
に

よ
る
自
作
農
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
一
つ
も
な
い
。
農
業
集
団
化
は
一
つ
は
生
産
力
の
発
展
一
つ
は
生
産
手
段
私
的
所

　
　
　
　
ビ

ル
マ

の

ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一



k

　
　
　

ビ
ル
マ
の
ピ
ド
ウ
タ
計
画
と
土
地
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二

有
擬
棄
の
両
面
政
策
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
土
地
国
有
化
を
基
礎
と
し
て
出
発
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
生
産
規
模
の
拡
大
と
生
産
力
発
展

の
ヨ

リ
強
が
な
支
柱
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
へ
土
地
国
有
の
な
し
く
ず
し
は
、
嘱
社
会
主
義
型
社
会
』
へ
の
指
向
に
対
し
て

郎
然
的
な
意
味
合
い
が
稀
薄
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
価
値
法
則
に
強
固
な
基
盤
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
う
一
つ
の
悪

徳

を
積
む
。
近
代
的
土
地
所
有
の
丼
礎
の
上
に
農
産
物
が
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
る
と
、
こ
の
過
程
は
い
う
雲
で
も
な
く
価
値
法
則
に
よ

っ

て
規
制
さ
れ
る
。
価
値
法
則
は
生
産
物
の
価
格
を
決
定
し
、
流
通
を
促
進
し
、
生
産
を
調
節
す
る
だ
け
で
は
な
し
に
自
己
の
拡
大
再
生

産
の
必
然
的
結
果
と
し
て
農
村
に
お
け
る
階
級
分
化
を
促
進
す
る
。
そ
れ
は
、
人
々
の
主
観
的
な
意
図
を
こ
え
て
一
方
で
は
貧
農
を
つ
く

り
だ
し
他
方
で
富
農
を
つ
く
り
だ
し
て
、
不
可
避
的
に
労
働
者
を
お
く
り
だ
す
。
単
純
商
品
生
産
を
出
発
点
と
す
る
自
然
的
な
発
展
が
資

本
主
義
へ
の
み
ち
に
つ
な
が
る
こ
と
は
価
値
法
則
自
体
に
内
在
す
る
必
然
性
で
あ
る
。
　
中
国
に
お
い
て
も
ビ
ル
マ
に
お
い
て
も
、
　
か
よ

う
な
価
価
法
則
の
自
然
的
発
展
を
抑
圧
し
制
限
す
る
た
め
に
、
自
作
農
創
設
に
ひ
き
，
つ
づ
い
て
集
団
化
政
策
が
接
合
さ
れ
る
こ
と
先
述
の

と
お
り
で
あ
る
が
、
価
値
法
則
阻
止
の
成
否
は
集
団
化
と
い
う
形
式
あ
る
い
は
制
度
自
体
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
価
値
法
則
の

基
盤

（生
産
手
段
私
的
所
有
）
の
変
革
を
必
然
的
た
ら
し
め
る
ま
で
生
産
力
を
高
め
う
る
か
ど
う
か
。
つ
ま
り
対
応
す
る
工
業
の
性
格
お

よ
び
そ
の
結
合
関
係
に
か
か
っ
て
じ
る
。
と
す
れ
ば
ビ
ル
マ
に
お
い
て
は
価
値
法
則
廃
棄
の
基
本
的
要
因
で
あ
る
社
会
主
義
的
工
業
の
市

場
支
配

と
い
う
条
件
が
熟
し
て
い
な
い
。
こ
の
条
件
を
欠
い
た
集
団
経
済
H
協
同
組
合
と
い
う
略
の
は
、
そ
れ
自
外
か
な
ら
ず
し
も
社
会

主
義
的
性
格

を
も
つ
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
資
本
主
義
経
済
制
度
に
対
す
る
絶
対
的
優
越
性
を
そ
な
え
た
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る

。
す
な
わ
ち
、
協
同
組
合
経
済
と
い
う
の
は
、
国
民
経
済
に
お
い
て
単
独
に
一
つ
の
支
配
的
な
制
度
（
ウ
ク
ラ
ッ
ド
）
と
し
て
の
地
位
を

確
立
す
る
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
協
組
組
織
の
基
礎
で
あ
る
集
団
所
有
自
体
が
過
渡
的
な
も
の
で
あ
つ
て
、
私
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的

所
有
否
定
の
最
終
形
態
た
る
国
有
形
態
ま
で
止
揚
さ
れ
る
よ
う
常
に
強
制
き
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
か
な
ら
ず
私
的
所
有
へ
分
解
す
る

。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
価
値
法
則
の
支
配
的
作
用
が
廃
棄
さ
れ
て
い
な
い
国
民
経
済
中
に
お
か
れ
る
と
き
は
、
協
同
組
合
自
体
の
組
織

の

平
等
性
に

か
か

わ
ら
ず
、
資
本
主
義
的
企
業
の
一
形
態
と
し
て
し
か
磯
能
せ
ず
∩
大
規
模
経
営
・
機
械
化
耕
作
に
よ
る
生
産
性
向
上
の

新

し
い
可
能
性
を
導
入
す
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
か
な
ら
ず
階
級
分
化
の
み
ち
を
も
つ
け
る
の
で
あ
る
。

　
結
論
的
に

い

う
な
ら
ば
、
，
一
た
ん
国
有
化
さ
れ
た
土
地
を
価
値
法
則
の
支
配
を
制
限
す
る
準
備
を
と
と
の
え
な
い
ま
ま
に
再
配
分
し

自
作
農
を
創
設
し
た
こ
と
は
、
　
そ
の
後
の
集
団
化
政
策
の
接
合
に
か
か
わ
ら
ず
、
　
ビ
ル
マ
農
業
に
対
し
て
資
本
主
義
的
発
展
へ
の
可
能

性
を
保
障
し
た
こ
と
に
な
る
。
　
そ
れ
は
、
農
業
生
産
に
お
け
る
植
民
地
的
前
近
代
的
制
約
・
外
国
資
本
の
市
場
規
制
を
排
除
し
、
　
農
業

周
辺
の
工
業
化
の
基
盤
を
提
供
し
、
農
業
生
産
力
を
か
な
り
の
程
度
向
上
さ
せ
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
生
産
力
の
発
展
が
同

時
に
そ
の
内
在
的
矛
盾
を
激
化
さ
せ
、
そ
れ
が
生
産
関
係
に
固
着
し
て
生
産
力
の
発
展
に
照
応
す
る
こ
と
遊
不
可
能
な
ら
し
め
る
必
然
性

は

排
除
ぎ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
ビ
ル
マ
土
地
改
革
に
お
け
る
国
有
化
政
策
嫁
、
原
有
の
経
済
的
基
盤
の
本
質
に
基
本
的
な
変
革
を
く

わ
．
兄
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
・
い
わ
ば
社
会
主
義
的
国
有
化
と
k
ら
べ
て
謝
リ
低
次
の
段
階
の
・
民
族
主
義
的
限
界

を
も
っ
た
国
有
化
で
あ
っ
た
。
ピ
ド
ウ
タ
計
画
に
お
け
る
『
社
会
主
義
型
社
会
』
へ
の
指
何
の
申
軸
た
る
国
有
化
政
策
の
本
質
が
か
よ
う

な

も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
．
ピ
ド
ウ
タ
計
画
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
同
じ
性
格
の
計
画
を
つ
み
か
さ
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
主
義
へ

移
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
毒
る
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
資
本
主
義
的
発
展
の
萌
芽
を
内
蔵
し
て
い
る
。
し
か
し
、
’
こ
の
よ
う
な
資
本
主
義

的
発
展
の
契
機
は
、
植
民
地
的
従
属
経
済
か
ら
早
急
に
脱
却
し
て
自
主
独
立
の
経
済
を
う
ち
た
て
よ
う
と
す
る
民
族
主
義
的
指
向
・
あ
る

い
は

経
済
発
展
が
直
接
国
民
の
磁
活
水
準
向
上
に
結
び
つ
く
よ
う
な
経
済
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
い
わ
ゆ
る
『
社
会
主
義
型
社
会
』
へ
の
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主
観
的
指
向
に
よ
っ
て
か
な
り
制
限
さ
れ
、
　
さ
ま
ざ
ま
の
国
家
的
統
制
を
・
似
け
な
が
ら
発
展
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
ピ

ド
ウ
タ
計
画
に
お
け
る
『
社
会
主
義
型
社
会
』
の
内
容
は
、
民
族
主
義
附
国
家
資
本
主
義
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
σ
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ

う
な
国
家
資
本
主
義
は
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
国
家

資
本
主
義

は
、
資
本
の
最
高
の
独
占
的
君
臨
の
形
態
で
あ
っ
て
、
独
占
資
本
と
癒
石
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
権
力
は
、
一
方
で
は
独
占
的

地
位
の

礁
保
・
他
方
で
は
独
占
資
本
に
不
利
な
負
担
を
国
民
に
転
稼
す
る
道
具
と
し
て
作
用
す
る
。
し
か
る
に
、
一
般
に
後
進
国
の
工
業

化
過
程
に
あ
ら
わ
れ
る
国
家
資
本
主
義
で
は
、
資
本
と
癒
着
し
て
い
る
国
家
権
力
は
、
民
族
資
本
を
外
資
の
圧
迫
か
ら
防
衛
す
る
役
割
を

．

引
受
け
、
　
さ
ら
に
資
本
の
無
政
府
的
本
質
を
あ
る
程
度
制
限
し
、
　
従
属
経
済
脱
却
の
た
め
に
必
要
な
資
本
蓄
積
と
投
資
対
象
を
あ
る
程

度
訓
画
的
に
規
制
す
る
と
い
う
進
歩
的
役
割
を
果
す
。
　
こ
の
国
家
権
力
が
価
値
法
則
の
作
用
範
囲
を
制
限
し
経
済
を
計
画
化
す
る
程
度

は
、
そ
の
国
家
権
力
の
階
級
的
性
格
お
よ
び
国
民
経
済
に
お
け
る
他
の
経
済
制
度
（
ウ
ク
ラ
ツ
ド
）
と
の
比
率
に
よ
つ
、
て
決
定
さ
れ
る
。
し

た

が

っ

て
、
こ
の
点
か
ら
い
う
と
、
同
じ
後
進
国
工
業
化
過
程
に
あ
ら
わ
れ
る
国
家
資
本
主
義
で
も
、
ビ
ル
マ
お
よ
び
中
国
の
そ
れ
は
き

わ

め

て
対
照
的
な

差
異

を
も
っ
て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義
は
、
当
初
か
ら
明
確
に
社
会
主
義
へ
の
移
行
形
式
の
一
つ
と
し

て
措
定

さ
れ
、
社
会
主
義
経
済
制
度
か
ら
の
不
断
の
規
制
と
干
渉
に
よ
っ
て
価
値
法
則
の
支
配
を
制
限
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
ビ
ル
マ
の

国
家
資
本
主
義
は
、
国
民
経
済
中
依
然
と
し
て
支
配
的
地
位
を
し
め
て
い
る
資
本
主
義
的
経
済
お
よ
び
単
純
商
品
生
産
経
済
に
と
り
ま
か

れ

て
お

り
、
そ
れ
ら
に
不
断
に
制
約
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
家
資
本
主
義
の
そ
の
他
の
経
済
制
度
に
対
す
る
制
度
的
進
歩
性
。
優

越
性

が
、
生
産
力
の
発
展
に
つ
れ
て
し
だ
い
に
そ
の
国
民
経
済
中
に
お
け
る
比
重
を
大
き
く
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
そ
れ
に
つ

れ
て

い

わ
ゆ
る
『
ピ
ド
ウ
タ
』
　
（
福
祉
国
家
）
の
理
念
と
価
値
法
則
の
主
張
と
の
矛
盾
は
鋏
状
に
拡
大
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

盛
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